
　・復興は未だ遠く、仮復旧の段階。
　・３００ｔの大型船の処遇も、保存か解体かで揺れている。

　・一本化された法整備が無い為、パッチワーク的な復旧で遅くなっている。
　・事業所の復旧はできても、労働力が伴わない・・・など。

①１０月の佐渡定例会に関して
　・日程は１０月１９・２０日に行う。
　・ニサコ小川氏が企画担当となるが、本間組もバックアップする。
　・佐渡海洋深層水の取水工場の見学と畑野にあるアリギリス村の見学を行いたい。
　・企画内容に要望があれば組み込むので提案して欲しい。
　・参加者は後日募るがスケジュール確認をしておいて欲しい。

②１１月の魚沼会議に関して
　・日程は１１月１４・１５日に行われる。
　・会場は東京駅八重洲口から５分程度の場所を借りて行なわれる。

　・14日の午後一が開催コマとなる。

③12月の定例会に関して
　・担当は朝日酒造さんで12月7日を予定。

３．投票所のUD調査に関して ・早ければ10月21日の県知事選が調査の対象となる。
・燕市としても実施協力の意向があり、投票所は１６カ所となる。
・時間軸で年齢層の調査を含め出口調査的に行ってはどうか。

４．新パンフレットに関して 滝沢氏よりパンフレットのデザイン案が示され、修正箇所などを話しあった。
・ウィルアシスト展示場の内容は別パンフレットがあるので、省略して良い。
・地図を工夫し、日本地図から拡大して欲しい。
・各社のスペースを設けて、写真とコメントを掲載して欲しい。
・表紙はシンプルで良いが、福祉関係のイラストが多いので変更して欲しい。
・UDマニュアルと表現を統一して欲しい。データは秋元・渡辺より提供する。
→各社の写真と原稿は各社で考えることとする。滝沢氏より文字数などを連絡する。

５．各社の情報提供 ・朝日酒造さんより「こしじ水と緑の会」情報誌が提供された。
11月から財団で自然環境への取り組みに対して助成する事業募集を行う。

以上

・青芳製作所さんより9月26～28日ビッグサイトで行われる「国際福祉機器展」への参
加案内が行われた。

・きむら食品より、来年春発売の米飯製品の試食が準備され、参加者で商品評価を実
施した。

UD２１にいがた９月定例会　議事録 開催日時 平成２４年９月２１日pm３:３０～５:３０

場　所 記　録
秋元代表理事・渡辺副代表理事・松井理事・波田野
理事・滝沢氏・熊木氏・早見

出席者
（株）きむら食品　会議室 早見

　・UD21としては個別会議でロボットスーツ事業に関して主催するが、県で段取りする
ので、我々はサポート役になると思われる。

・アンケートを実施するなら投票所までのアクセス方法など、我々が見ることができない
所を調査できるようにしてはどうか。
→秋元代表理事を始め、渡辺・波田野・熊木・早見で燕市側と打合せを実施し、どの様
に実施するかを決定する。打合せ日程の調整は秋元代表が行う。

項　目 内　容
１．震災１年半後の気仙沼の状況について
報告（早見）

スローフードジャパンの会合に参加し、気仙沼の現状を写真を交えて報告した。

２．次回以降の定例会に関して

　・ボランティアの受け入れも現地NPOがやっており、我々も万が一の時はその役目を
担える準備が必要か。


